
参考図

特殊な条件下で使用する資器材並びに設計・積算の参考となる図面等を掲載しています。参考図
に掲載されている資器材等を使用する場合は、規格・仕様・構造計算等を確認してください。



寸　法　表
（単位：mm）

参考図1-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

規格図（内径２００mm～６００mm）
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

令和６年４月

直     管（Ｂ形）

受口部
直管部

ゴム輪 挿口部

（１）

Ｄ
3

Ｄ
1

ＬＰ

Ｄ
2

Ｔ

許容差

呼び径
厚  さ 有効長

許容差Ｔ Ｌ

受　　口　　部 挿口部

外　径
内　径

許容差Ｄ1 Ｄ2 Ｄ3許容差 許容差

内　径
参考質量

許容差Ｐ

長　さ
（kg/本）

１．有効長(Ｌ)は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

３．挿口部外径(Ｄ2)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

２．内径(Ｄ1)及び受口部内径(Ｄ3)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

円周率3.1416で除した値とする。
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直　　管（Ｃ形）

寸 　法 　表
（単位：mm）

ゴム輪 受口部 直管部 挿口部

参考図1-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

規格図

令和６年４月

（内径２００mm～６００mm）
（２）

Ｐ Ｌ

Ｄ
2

Ｄ
1

Ｄ
3

Ｔ

有効長

許容差

２．有効長（Ｌ）は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

１．ゴム輪は、分割形であってもよい。

４．挿口部外径(Ｄ2)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

３．内径(Ｄ1)及び受口部内径(Ｄ3)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

円周率3.1416で除した値とする。
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Ｄ
くさび（松正角）

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(RC-40)

（角座金付）
ボルト ・ ナット

仕上がり寸法×２，以上
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寸
法

ゴム輪

かすがい

寸　法　表 （単位：mm）

材　料　表 （100ｍ当り）

参考図1-3

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

Ｂ形・NB形・ＮＣ形

(内径250mm～1800mm)

下水道用鉄筋コンクリート管

はしご胴木基礎布設図

令和６年４月

はしご胴木基礎の材料寸法や材料表は「下水道用設計標準歩掛表」による。
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規格図（１）　<直管>
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）

直管部共通寸法
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（単位：ｍｍ）

参考図 1-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

D
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許容差
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19.1 ±0.6
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7.7
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リブ外径

標　　準　　値

リブ高さ

3.000

質量（ｋｇ）

4.350

6.380

9.020

2003.6

4.4

5.4

250

300

3.1

ＥＳ

150

ｄ

１ｍ当りのリブ幅

参　　考

近似内径

注）１．外径及びリブ外径は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測定値及びリブ外径測定値の平均値をいう。

２．表中1m当りの質量は、密度1.43g/cm  で測定したものである。

３．リブ根元部分の詳細形状については、規定しない。

3



（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）
規格図（２）

LO

d1

t
ｄ

（単位：ｍｍ）

直管、異形管受口及びゴム輪差し口共通寸法 副管用９０度支管直管部共通寸法

（単位：ｍｍ）

参考図1-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

D
R

L

D

標線 ゴム輪

接合長さ受口長さ受口内径リブ外径 平行部長さ
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Ｌ
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402.1
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ｄ１
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差し口部
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呼び径

3.941

28.875

23.059

18.051

13.701

9.758

6.572

441.8

394.8

347.6

298.2

250.2

202.0

154.0

＋1.8

＋1.6

＋1.4

＋1.4

＋1.2

＋1.0

＋0.8

13.2

11.8

10.5

9.2

7.8

6.5

5.1

±1.5

±1.3

±1.2

±1.0

±0.9

±0.7

±0.6

470.0

420.0

370.0

318.0

267.0

216.0

165.0

450

400

350

300

250

200

150

（ｋｇ）
質　　量

１ｍ当りの

参　考

内径ｄ許容差最　小

厚　さ　ｔ

許容差基準寸法

外　径　Ｄ

呼び径

注）１．受口部内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の内径
測定値の平均値とする。

２．ゴム輪の形状は、規定しない。
３．ゴム輪差し口でのゴム輪取付け位置は、管端より第２番目と３番目のリブの間とする。
４．標線位置は、呼び径150の場合は管端より第６番目と第７番目のリブの間、

呼び径200以上の場合は第５番目と第６番目のリブの間とする。
５．接合長さ e は、平均部長さ　Lo （最小）－（1.5×リブ間隔 P ）として算出したものである。

注）１．外径 D とは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測定値

の平均値をいう。

２．表中１ｍ当りの質量は、密度1.43g／cm　で計算したものである。3

３．本表は、JIS K 6741 の管（呼び径100～450）と同一である。



（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）
規格図（３）

片受け直管（略号ＰＲＰ） 上流用マンホール継手

（略号ＭＲＬ－ＰＲＰ）
（略号ＭＳＡ－ＰＲＰ）

下流用マンホール継手

片受け直管寸法表
上流用マンホール継手

（単位：ｍｍ）

下流用マンホール継手寸法表
（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）

標線 ゴム輪

砂付け 砂付け

標線 ゴム輪

ゴム輪

（略号ＭＲ－ＰＲＰ）

及び副管分岐用マンホール継手

及び副管分岐用マンホール継手寸法表

ゴム輪

参考図1-6

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
記

項
事

特

令和６年４月
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Ｌ
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（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）
規格図（４）<支管>

９０度支管（取付管用）寸法表

副管用９０度支管寸法表

９０度、６０度、４５度自在支管寸法表

リブ45度自在支管（略号45SVRFｰPRP）
リブ60度自在支管（略号60SVRFｰPRP）

90度支管（取付管用）（略号90SVR-PRP）

副管用90度支管（略号VS-PRP）

リブ90度自在支管(取付管用）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位:mm）

ゴム輪 ゴム輪
ゴム輪

Ｏリング

ゴム輪

Ｏリング Ｏリング

ゴム輪

t

R

B

t

R

B

t

A

Ａ

Ａ

R

B

30°

t

A
R

B

30°

θ

参考図1-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

（略号90SVRFｰPRP）

Z

A

Z

A

A

Z

A

Z
1

Z2

Z

180
4

5.8
285350-150 83

98
86

89
101

104
450-150
450-200

400-150
400-200

350-200

6.7
285
315

285
315

315

6.5

231

206

Ｚ

73

91
80

76

95

250-150

300-150
300-200

250-200

呼び径

200-150
（最大）

5.0
250

300
315

310

5.5

（最小）
255

Ａ

4.6

Ｂ

129

155

（最小）
ｔ

104

Ｒ

（最小）（最大）（最小） （標準）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）

855075350-150 71

450-150

450-200 85

80

400-150

400-200

350-200

80

85

80

50

8682

77

93

86

86

50

86

74

79

76

83

90

95

75250-200

300-200

300-150

80

75

250-150
200-150

70
65

888670

86

50

73

68

92

82

50
5065

62
78
75

5.8180
68 285

285

315126

101
231

315

315

28598

123

93

206

6.7

6.5

31093

315

300

93

68
155

255
25068

68

129

104

5.5

4

5.0

4.6

（θ）45度90度
呼び径

Z

自在支管

（θ）

Z2

60度

Z1 Z1

Ａ

Z2

Ｒ ｔＢ

170 300300-150

400-200
450-200

350-150
350-200

300-200

211 315
214 315

173
208

205
285
315

315 155

180

231
2066.5

6.7

5.8

5.5 4

（最大）呼び径

250-150
200-150

250-200

ＡＺ

166
163

201

255
250
310

（最小） Ｒ

129

104

ｔＢ
（最小）

4.6

5.0

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

２．Zの許容差は、±15mmとする。

３．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

４．ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は

規定しない。

４．サドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。

３．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

２．Zの許容差は、±10mmとする。

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

２．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

３．ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。



規格図（５）<受口>
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）

９０度支管、自在支管ゴム輪受口共通寸法

（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ）

取付管形（自在）取付管形

ゴム輪
ゴム輪

d1 d1 30
°

参考図1-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

e e

200

150

218.0

166.0

12669

58 108

200

150

216.9

165.7

14569

58 120

接合長さ

ｅ

（最小）

受口内径

呼び径 ｄ1

（最小）

受口長さ

（最大）

注）１．破線で示す形状にすることもできる。

２．ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状については、
規定しない。

３．受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な

２方向以上の内径測定値の平均値とする。

注）１．ゴム輪の形状、ゴム周辺部の形状及び摺動部周辺の形状に

ついては、規定しない。

２．受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以

上の内径測定値の平均値とする。

接合長さ

ｅ

（最小）

受口内径

呼び径 ｄ1

（最小）

受口長さ

（最大）



（呼び径150mm～450mm）
布設図

寸法及び材料表

（１００ｍ当たり）

φD

表示テープ
ゴム輪

受口

表示テープ

差口

表示テープ

参考図1-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

B

H

h
D

h

H

h
D

h

-0

2.7

3.0300

250

-0

-0

+1.2 307.1

+0.8 256.1

100

100

管　厚

(mm)

ｔ

2.4

2.4200

150

呼び径種類

+0.8 205.5

+0.8
-0 155.5

100

100

Ｄ(参考)

外　径

(mm) (mm)

ｈ

33.6

38.2507.1

456.1

900

850

砕石基礎

（ ｍ ）

29.1

24.8

405.5

355.5

800

(750)

(mm)

Ｈ

(mm)

Ｂ

掘削幅

3

注1）φ150mm、φ200mmは原則として使用しない。
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下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
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注）雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。
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第１種人孔構造図（１）

横浜市下水道河川局

インバートコンクリート
（18-8）
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・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。
h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2とする。
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横浜市下水道河川局令和６年４月

枠変形防止機能付
高さ調整部材

上部調整高
（無収縮モルタル）

材  料  表
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34
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・材料表は、φ400mmの場合とする。
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。

36.3
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  5.2
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位   　　置
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6.91
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kg3ｍ ｍ2 2ｍ ｍ3

0.51

均しコンクリート
※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けない。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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均しコンクリート
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※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・材料表は、φ700mmの場合とする。

後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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・材料表は、φ1100mmの場合とする。
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・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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・材料表は、φ1350mmの場合とする。
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※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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・材料表は、φ1650mmの場合とする。
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 64.1
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後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。



Ｂ型・Ｃ型人孔構造図

第１種Ｂ型～第５種Ｂ型人孔 第２種Ｃ型～第５種Ｃ型人孔

材 料 表 （Ｌ部1.0m当り）

11
0

0～
15

0の
範

囲

コンクリート
（24-8）

（24-8）
コンクリート

11
0

0～
15

0の
範

囲
20

0

200

参考図2-11

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

20
0

Ｌ
60

0

材　料
種　類

第２種Ｃ型～第５種Ｃ型人孔

ｺﾝｸﾘｰﾄ 型　枠
18-8

(m /m) (m /m)

0.69 6.91

23



人孔頂版構造詳細及び
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人孔頂版構造詳細及び
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人孔側塊構造図
（ＪＩＳ Ａ　５３７２）
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人孔井桁基礎構造図

第１種，第２種人孔 第３種～第５種人孔
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角型組立人孔構造図

Ａ部ジョイント詳細図
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後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。



角型組立人孔構造図
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角型組立人孔構造図
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人孔ダクタイル蓋構造図
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横浜市下水道河川局
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令和６年４月
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令和６年４月

参考図2-21
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平面図 断面図（２）

人孔副管[硬質塩化ビニル管]

参考図2-22
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横浜市下水道河川局

内副管構造図（省スペース型）

令和６年４月

アンカーめねじ形・ボルト・座金

スポンジゴム貼付

流入管径

支持金具塩ビ管用（SUS製）

内副管継手(貼付型)

流入管径

流出管径

塩ビ管カラー

塩ビ管直管

塩ビ90゜曲管

支持金具塩ビ管用（SUS製）

支持金具塩ビ管用（SUS製）

流入管径

内副管継手(貼付型)

（SUS製）

断面図（１）

副管の長さ 支持金具の数 副管の支持間隔

1.5ｍ以下 2

1.5ｍ以下

1.5m超～3.0ｍ以下 3

3.0ｍ超～4.5ｍ以下 4

4.5ｍ超～3.0ｍ以下 5

6.0ｍ超～7.5ｍ以下 6

7.5ｍ超～9.0ｍ以下 7

副管をマンホール内に搬入する際、足掛金物やその他施設に干渉しない直径550ｍｍのスペースが必要となります。

支持金具の固定位置は、施工条件等を考慮して決定します。

支持金具のボルトは副管重量を支える強度はありません。



断面図（１） 断面図（２）
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 ｈ3 は５cmの段差を確保する。但し、段差が５cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。
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人孔副管［大口径管用］
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人孔副管構造図（３）
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横断暗渠布設図Ｔ－14
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雨水浸透桝蓋構造図

Ｂ

ＡＡ

ＣＢ

模様詳細図

Ｂ－Ｂ断面図

Ａ－Ａ断面図
Ｃ部詳細図

参考図3-3

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
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注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。



雨水桝蓋（タイプ１用）構造図

Ａ

Ｃ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ－Ａ断面図

Ｂ－Ｂ断面図

Ｃ部詳細図

参考図3-4

記

項
事

特
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。
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雨水桝蓋（タイプ２用）構造図

Ｃ
Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ
Ｂ－Ｂ断面図

Ｃ部詳細図Ａ－Ａ断面図

参考図3-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

凸部

開口部

令和６年４月
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注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。
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単条管掘削幅

（１）軽量鋼矢板Ⅰ型 （２）軽量鋼矢板Ⅱ、Ⅲ型

（３）鋼矢板Ⅱ型 （４）鋼矢板Ⅲ型

掘削幅の修正
（単位：mm）

機械基準掘削幅
（単位：mm）

基準掘削幅
（単位：mm）

軽量鋼矢板Ⅱ、Ⅲ型

増加分（両側）

鋼矢板Ⅱ型

増加分（両側） 増加分（両側）

鋼矢板Ⅲ型

掘削幅

掘削幅 掘削幅

参考図4-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

増加分（両側）

軽量鋼矢板Ⅰ型

掘削幅

基準掘削幅 基準掘削幅

基準掘削幅 基準掘削幅

軽量鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型，鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型 - - -掘削幅は矢板の中心間とする｡

軽量鋼矢板Ⅰ型 - - -掘削幅は矢板の外側間とする｡

２，梯子胴木基礎は砕石基礎と同じ掘削幅とする。

注）１，掘削幅の修正（掘削幅は仮設種類により修正した値とする。）
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ニ条管掘削幅（１）

（１）汚水管が深い場合 （２）汚水管が浅い場合

（又は雨水管と同じ）

掘削幅の修正 （単位：mm）

参考図4-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

汚水管がヒューム管の場合

汚水管が塩ビ管、強プラ管の場合

令和６年４月

管中心間距離

掘削幅 掘削幅

管中心間距離

下段部掘削幅 下段部掘削幅

管種－ヒューム管

基礎－砕石、コンクリート９０゜、１２０゜１８０°、３６０°基礎

人孔－円形人孔 （中間人孔）

梯子胴木基礎

管種－ヒューム管

人孔－円形人孔 （中間人孔）      

梯子胴木基礎

基礎－砕石、コンクリート９０゜、１２０゜１８０°、３６０°基礎

○雨水管（φ２５０ｍｍ～φ１８００ｍｍ）

●汚水管（φ２００ｍｍ～φ３５０ｍｍ）

汚水管

雨水管 汚水管

雨水管

鋼矢板Ⅲ

鋼矢板Ⅱ

軽量鋼矢板Ⅱ、Ⅲ

軽量鋼矢板Ⅰ

    〃  　　 　＋125

掘 削 幅 （片側）
基準掘削幅  ＋50

    〃　   　　＋50

    〃 　　  　＋100

仮 設 種 類

- - -掘削幅は矢板の中心間とする｡
２，梯子胴木基礎は砕石，コンクリート９０゜基礎と同じ掘削幅とする。

軽量鋼矢板Ⅰ型

軽量鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型，鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型

注）１，掘削幅の修正（掘削幅は仮設種類により修正した値とする。）

1

2

- - -掘削幅は矢板の外側間とする｡

管種－塩ビ管，強プラ管

○雨水管（φ２５０ｍｍ～φ１８００ｍｍ）

基礎－改良土（砂）基礎

人孔－円形人孔（中間人孔）

管種－塩ビ管，強プラ管

基礎－改良土（砂）基礎

人孔－円形人孔（中間人孔）

●汚水管（φ２００ｍｍ～φ３５０ｍｍ）

基礎－改良土（砂）基礎

管種－塩ビ管、強プラ管

人孔－円形人孔 （中間人孔）

基礎－砕石、コンクリート９０゜、１２０゜１８０°、３６０°基礎

梯子胴木基礎

管種－ヒューム管

人孔－円形人孔 （中間人孔）



ニ条管掘削幅（２）

参考図4-3

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　砕石基礎　の場合

令和６年４月
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 　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　　二条管掘削幅（１）　を参照すること。〈参考４－２〉



ニ条管掘削幅（３）

参考図4-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　砕石基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　　二条管掘削幅（１）　を参照すること。〈参考４－２〉



ニ条管掘削幅（４）

参考図4-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　砕石基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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塩

上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>



ニ条管掘削幅（５）

参考図4-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　９０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>



ニ条管掘削幅（６）

参考図4-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　９０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>



ニ条管掘削幅（７）

参考図4-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　９０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>



ニ条管掘削幅（８）

参考図4-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　１２０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>



ニ条管掘削幅（９）

参考図4-10

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　１２０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　１２０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　１８０°コンクリート基礎　の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　１８０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月

1,650

1,600

1,500

1,500

1,400

1,350

1,250

1,200

1,150

1,050

1,000

950

900

850

850

850

850
距　　離
管 中 心

120°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

雨　水　管　基　礎　種　類

1,9508501,900850φ300

1,650

1,600

1,500

1,500

1,400

1,350

1,250

1,200

1,150

1,050

1,000

950

900

850

850

φ900

φ1350

φ1800

φ1650

φ1500

φ1200

φ1100

φ1000

φ500

φ800

φ700

φ600

φ450

φ400

φ350

2,7501,2002,600

1,650

1,600

1,500

1,500

1,400

1,350

1,250

3,150

3,600

3,450

3,300

3,000

2,850

2,700

3,300

3,800

3,650

3,400

3,150

3,000

2,850

1,150

1,050

1,000

950

900

850

850

2,150

2,500

2,350

2,250

2,050

1,950

1,950

2,150

2,600

2,450

2,300

2,100

2,000

2,000

850
距　　離
管 中 心

　　○雨水管がヒューム管の場合

φ250

管種 管径

850
距　　離
管 中 心

90°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

1,900
掘削幅
基  準

砕石基礎

1,900
掘削幅
基  準

砂・改良土基礎

雨水管基礎種類
 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合

850 φ3002,0508502,0508501,950

1,800

1,700

1,600

1,500

1,400

1,350

1,250

1,200

1,100

1,050

950

950

900

850

850

2,8501,2002,750

1,800

1,700

1,600

1,500

1,400

1,350

1,250

3,350

3,800

3,650

3,450

3,200

3,000

2,850

3,500

4,150

3,950

3,750

3,300

3,200

3,000

1,100

1,050

950

950

900

850

850

2,200

2,600

2,450

2,350

2,150

2,000

2,000

2,250

2,700

2,550

2,350

2,200

2,100

2,050

1,100 φ9002,950

3,550

4,150

3,950

3,750

3,350

3,250

3,100

1,400 φ1350

φ1800

φ1650

φ1500

1,600 

1,600 

1,400 

φ1200

φ1100

φ1000

1,200 

1,400 

1,200 

2,300

2,800

2,600

2,450

2,250

2,150

2,100

900 φ500

φ800

φ700

φ600

1,000 

1,050 

950 

φ450

φ400

φ350

850 

850 

850 

850
距　　離
管 中 心

360°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

850
距　　離
管 中 心

180°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

1,900
掘削幅
基  準

2,000
掘削幅
基  準

管種

2,000
掘削幅
基  準

φ250

管径
管 中 心

850 
距　　離

1,900 

2,450 

3,000 

3,350 

3,400 

3,050 

2,650 

2,900 

2,600 

2,050 

2,250 

2,350 

2,150 

1,950 

1,950 

1,900 

基  準

1,850 
掘削幅

ム

形
NC

管

B

形

ヒ

ュ

－

プ

管

ラ

強

管
ビ

塩

上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　１８０°コンクリート基礎　の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>



ニ条管掘削幅（14）

参考図4-15
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　３６０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月

1,650

1,650

1,500

1,500

1,450

1,350

1,250

1,200

1,150

1,050

1,000

950

900

850

850

850

850
距　　離
管 中 心

120°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

雨　水　管　基　礎　種　類

1,650

1,650

1,500

1,500

1,450

φ1800

φ1650

φ1500

φ1350

φ1200

1,650

1,650

1,500

1,500

1,450

3,650 

3,600 

3,350 

3,250 

3,100 

3,850 

3,800 

3,500 

3,400 

3,250 

1,350

1,250

1,200

1,150

1,050

1,000

950

900

850

850

850

850
距　　離
管 中 心

　　○雨水管がヒューム管の場合

φ400

φ1100

φ1000

φ900

φ800

φ700

φ600

φ500

φ450

φ350

φ300

φ250

管種 管径

2,100 8502,050 

1,350

1,250

1,200

1,150

1,050

1,000

950

900

2,400 

2,950 

2,800 

2,700 

2,600 

2,300 

2,200 

2,100 

2,550 

3,100 

2,950 

2,800 

2,700 

2,350 

2,250 

2,150 

850

850

850
距　　離
管 中 心

90°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

掘削幅

2,000 

2,000 

1,950 

基  準

砕石基礎

掘削幅

2,050 

2,000 

2,000 

基  準

砂・改良土基礎

雨水管基礎種類
 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合

1,800

1,700

1,600

1,500

1,450

1,800

1,700

1,600

1,500

1,450

3,850 

3,800 

3,550 

3,450 

3,300 

4,250 

4,050 

3,850 

3,600 

3,450 

4,250 

4,050 

3,850 

3,650 

3,500 

φ1800 1,650 

φ1650

φ1500

φ1350

φ1200

1,650 

1,450 

1,450 

1,450 

1,350

1,250

1,200

1,100

1,050

950

950

900

850

850

850

850
距　　離
管 中 心

360°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

2,150 8502,100 

1,350

1,250

1,200

1,100

1,050

950

950

900

2,550 

3,100 

2,950 

2,800 

2,700 

2,400 

2,300 

2,200 

2,650 

3,300 

3,050 

2,950 

2,750 

2,400 

2,350 

2,250 

850

850

850
距　　離
管 中 心

180°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

掘削幅

2,050 

2,000 

2,000 

基  準
掘削幅

2,150 

2,100 

2,050 

基  準

850 φ4002,200 

2,700 

3,350 

3,150 

3,050 

2,850 

2,500 

2,400 

2,300 

1,050 

φ1100

φ1000

φ900

φ800

1,200 

1,200 

1,100 

1,050 

φ700

φ600

φ500

φ450

900 

950 

850 

管種

掘削幅

2,200 

2,100 

2,050 

基  準
距　　離

φ350

φ300

φ250

850 

850 

850 

管径
管 中 心

3,550 

3,450 

3,200 

3,100 

3,050 

2,000 

2,400 

2,750 

2,700 

2,550 

2,450 

2,100 

2,250 

2,050 

掘削幅

1,950 

2,000 

1,950 

基  準

形
NC

管

B

形

ヒ

ュ

－

ム

プ

管

ラ

強

管
ビ

塩

上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>
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